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Abstract 
The authors report the experimental results of the effects on occurrence and growth of 
cavItation by changing the shapes of lenticular hydrofoils. 
The main results of the experiments ar巴 asfollows: 
a) The incipient cavitation factors Ki are strongly influenced by attack angles， but K130， the 
cavitation factor when the growth of cavitation is 130% long about the chord， are litle inf!uenced 
by attack angles. 
b) The following experimental formulas are obtained about K130， 
K130 =-Cpo十会 K130=-Cpmiけす
where Cpo is the actual pressure coe伍cienton the hydrofoils， Cp皿 ln the theoretical minimum 
pressure coe伍cent，'V the丑owvelocity; A and Ao ar巴 theconstants obtained by the tests. 
c) Non-dimensional number， K13oxljt， has constant value independent of thickness ratio tjl. 
1. まえがき
問題名の第3報では，一連の対称円弧翼の形状がキャピテーション発生に及ぼす影響につ

















弦長 100mm， J享さ 29.4mmの対称円弧翼 (No.3翼と相似形である)を用いて翼表面の
圧力分布を測定した。翼表面では上面，下面各々に 14個の圧力取出孔が設けられている。 詳
細は図 2に示す。
費名称 尤 宅/$ ト β 
fJ，u.l 10 0.133 14ワ 15，2 
トむ.2 14 18ワ 10'7 2.12. 
~o. ヨ 22 293 '71 32ワ
♀φX28ヶ
同面に26町罰端に包ケ
N()， 4 ヨ口 400 56 43.6 
No.5 34 4.53 50 48.6 
図 1 供試物体 図 2 圧力分布測定用翼
III. 実験結果および考察
本実験は迎え角 α=00_80，流速‘v=7-12 m/secの範聞で行なった。このときキャビテー






















No_ 1 No. 2 No_ 3 No. 4 No. 5 
第 I 積 !αvzh80i40~8Q t な し!なし!なし
第 Il滋~-~ ~-~ ~-ぜ 0'_80 00_80 

























物体形状のキャピテーシヨン発生に及ぼす影響について 第 4報 567 
図 8(a) 図-8(b) 
図-9(a) 図-9(b) 
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図-10 K-A/l 図-11 K-A/l 



















1.0 K 1.2 




























l¥b5 f<bA. )¥b.3 Nn'2. No.! 
I ." s I s ! I J2D~ (幸)畑山 O即 O町叩
15 
:r什干杵持制































130 -- 1 て
Eργ 
翼表部の圧力分イ1I図 14
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定数 A。の値を計算するために， が(K130十CpO)の値をまとめ図-17に示した。 上JLii_の式の A。
の値がほぼ 18-25の範囲で，流速による効果を表わすことができる。
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図-17 110と迎え角
3・3・3 キャピテーション発生状況線図よりの K 130について 図-18は No.1-No.5翼







N05 I Q4 
NO.j 
N03 出 0.2 































a) 厚弦比 Kl30とt/lの関係を示したのが図 20である。両者はほぼ比例して変化して
いる。比例定数は流速によって変化させるのが望ましい。実験結果の中で流速の比較的遅い場
合の傾向を一点鎖線で示し流速の比較的早い場合の傾向を実線で示した。



















































析方法は第 1報と同じであるが，この場合，第 1報における 7の式中内だけ異なり ，()Z=-(Jl 
とおけばよい。木報告では解析子順を省略する。計算には室蘭工業大学計算機室 FACOM231 
を使用した。 圧力分布測定用翼について迎え角 00_100 支で 1度刻みで計算した結果を図 23
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